
2012ロンドン・パラリンピック ゴールボール
金メダルおめでとう

2012ロンドンパラリンピック「女子ゴールボール」で、日本が金メダルに輝きました。
決勝戦（9 月7 日）では、安達阿記子選手（八女市馬場）の得点で中国を 1-0 で破っての
勝利でした。出発前に市役所を訪問し、「八女市の皆さんに感謝の気持ちを伝えるためにも
頑張ります」と決意を語ってくれた安達選手。金メダルおめでとうございます。また、八女
市にゆかりある若杉遥選手も日本代表選手として活躍されました。

《写真》喜びの日本チーム。左から安達阿記子選手、浦田理恵選手、小宮正江選手

写真提供：共同通信社

義務と名誉を貫いて ダニエル・建・イノウエさん

11月11日㈰は市長選挙の投票日です　
いつまでもお元気で 市内の100歳の皆さん

八女市教育の日
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【今月の主な内容】
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2　2012.10.1　広報やめ

　
ダ
ニ
エ
ル
・
建ケ

ン
・
イ
ノ
ウ
エ
上
院
議

員
（
以
下
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
）
の
先
祖
は

八
女
郡
横
山
村
（
現
・
八
女
市
上
陽

町
上
横
山
）
の
出
身
で
す
。
曾
祖
父

の
代
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に
井

上
家
を
含
む
家
屋
３
軒
が
焼
失
す
る

火
災
が
発
生
し
、
井
上
家
は
そ
の
火

災
の
出
火
元
と
さ
れ
ま
し
た
。
被
害

を
弁
償
す
る
た
め
に
、
浅
吉
・
モ
ヨ

夫
妻
（
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
の
祖
父
母
）
は

３
歳
に
な
る
兵
太
郎
さ
ん
（
ダ
ニ
エ
ル

さ
ん
の
父
）
を
伴
っ
て
同
年
出
稼
ぎ

の
た
め
に
ハ
ワ
イ
へ
移
住
し
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
の
農
園
で
家
族
総
出
で
働
き
、

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
借
金
は

返
済
。
兵
太
郎
さ
ん
は
日
系
人
の
か

め
さ
ん
と
結
婚
し
、
１
９
２
４
（
大

正
13
）
年
９
月
７
日
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん

は
ホ
ノ
ル
ル
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
に
長
男
と

し
て
の
使
命
を
決
し
て
忘
れ
な
い
よ

う
に
と
厳
し
く
教
え
込
ま
れ
た
ダ
ニ

エ
ル
さ
ん
。
ま
た
、
祖
父
は
日
本
の

歴
史
と
文
化
も
教
え
、日
本
語
の「
義

務
」
と
「
名
誉
」
と
い
う
言
葉
も
教

え
込
み
ま
し
た
。

　
祖
父
は
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
に
、
故
郷

は
福
岡
県
八
女
郡
横
山
村
で
あ
る
こ

と
を
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
祖

父
の
願
い
は
、
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
を
故

郷
に
連
れ
て
帰
り
井
上
家
の
家
督
を

継
が
せ
る
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
願

い
は
か
な
わ
ず
１
９
３
０
（
昭
和
５
）

年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
12
月

８
日
、
日
本
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ

り
太
平
洋
戦
争
勃
発
。
ア
メ
リ
カ
に

い
た
日
系
人
は
敵
性
国
民
と
し
て
敵

視
・
蔑
視
さ
れ
、
本
土
の
日
系
人
は

財
産
を
没
収
さ
れ
た
上
で
強
制
収
容

所
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
ハ

ワ
イ
大
学
の
医
学
生
だ
っ
た
ダ
ニ
エ

ル
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
志
願
。
こ

の
時
も
父
は
「
決
し
て
国
の
名
誉
、

家
族
の
名
誉
を
汚
す
な
」
と
諭
し
た

そ
う
で
す
。
日
系
人
の
み
で
編
成
さ

れ
た
第
４
４
２
連
隊
戦
闘
団
に
配
属

さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
へ
。
こ
の
部

隊
は
激
戦
の
中
敢
闘
し
、
後
に
ア
メ

リ
カ
史
上
最
も
多
く
の
勲
章
を
受
け

た
部
隊
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル

さ
ん
は
ド
イ
ツ
軍
と
の
戦
い
で
右
腕

を
失
い
ま
す
が
、
そ
の
働
き
に
よ
り

数
々
の
勲
章
を
受
章
。
ア
メ
リ
カ
陸

軍
か
ら
英
雄
と
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
、
右
腕
を
失
っ
た
た
め
医
学

の
道
を
あ
き
ら
め
ハ
ワ
イ
大
学
で
政

治
学
を
学
び
、
政
界
に
進
出
。
１
９

５
４
（
昭
和
29
）
年
に
は
ハ
ワ
イ
議

会
の
議
員
に
当
選
し
、１
９
５
９
（
昭

和
34
）
年
８
月
に
は
民
主
党
か
ら
ハ

ワ
イ
州
選
出
の
連
邦
下
院
議
員
に
当

選
し
、
ア
メ
リ
カ
初
の
日
系
人
議
員

と
な
り
ま
し
た
。

　
同
年
９
月
、
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
祖

父
や
父
の
長
年
の
願
い
だ
っ
た
故
郷

へ
の
訪
問
を
果
た
し
ま
し
た
。
祖
父

や
父
か
ら
「
故
郷
に
帰
る
と
き
は
決

し
て
一
家
の
名
を
汚
す
よ
う
な
こ
と

は
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
い
聞
か

さ
れ
て
お
り
、
何
日
も
か
け
て
旅
行

の
準
備
を
し
て
の
帰
郷
で
し
た
。
父

は
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
一
緒
に
帰

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
イ
ノ
ウ
エ
家
は
小
さ
な
丘
の
上
に

あ
っ
た
。
家
に
近
づ
い
た
と
き
、
黒
い

ス
ー
ツ
を
着
た
男
性
た
ち
と
、
着
物

を
着
た
女
性
た
ち
と
、
一
番
前
に
日

義
務
と
名
誉
を
貫
い
て

横
山
村
か
ら
ハ
ワ
イ
へ

戦
場
の
英
雄
、
初
の
日
系
人
議
員

故
郷
、
横
山
へ

ダニエル・建・イノウエ
アメリカ上院議員。1924 年 9 月 7 日ハワイ州ホノ
ルル生まれ。祖父母・父は八女郡横山村出身。日
系 2 世。ハワイ大学在学中に太平洋戦争勃発。日
系人部隊「第 442 連隊戦闘団」に配属され、イタ
リア戦線で右腕を失うがその働きにより数々の勲
章を受章し、英雄と讃えられる。1962 年ハワイ州
から連邦上院議員に初当選。以後連続 9 回当選し、
現在は上院議員最古参で上院議長代行の地位にあ
る。1999 年「勲一等旭日大綬章」受章。2000 年
大統領から軍人に贈られる最高位の名誉勲章を受
章。2011 年春の叙勲では外国人が受章する最高
位の勲章「桐花大綬章」が日本政府から贈られる。

故郷を八女に持つ
米議会の重鎮

ダニエル・建・
イノウエさん

Daniel Ken Inouye

米
陸
軍
日
系
人
部
隊
の
英
雄
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
初
の
日
系
人
連
邦
議
員
と
な
り
、
日
系
人
の
地
位
の
向
上
や
日
米
の
友
好
の
架
橋
と
な
り
続
け
て
い
る
ダ

ニ
エ
ル
・
建
・
イ
ノ
ウ
エ
米
上
院
議
員
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
八
女
郡
横
山
村
に
あ
り
、
氏
が
貫
い
た
の
は
祖
父
か
ら
繰
り
返
し
教
わ
っ
た
「
義
務
」
と
「
名
誉
」
で
し
た
。

写真提供：共同通信社
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本
の
正
装
姿
の
年
老
い
た
男
性
が
家

の
前
に
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ

れ
が
大
お
じ
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
こ
の

大
切
な
出
会
い
に
お
け
る
、
私
の
最

初
の
言
葉
は
日
本
語
で
『
お
じ
さ
ま
、

た
だ
今
帰
り
ま
し
た
』
だ
っ
た
。
私

は
低
く
頭
を
下
げ
、
礼
を
し
た
後
、

家
族
の
お
墓
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

よ
う
、
こ
の
時
も
日
本
語
で
お
願
い
し

た
。
祖
先
の
墓
前
に
あ
い
さ
つ
が
し
た

か
っ
た
。
何
世
紀
も
前
か
ら
の
祖
先
へ

の
墓
参
り
を
済
ま
せ
、
私
は
村
の
中

心
地
へ
向
か
い
、
村
の
長
老
た
ち
に
あ

い
さ
つ
に
行
っ
た
。（
途
中
略
）

　
５
年
後
、
私
に
息
子
が
で
き
て
父

と
な
っ
た
と
き
、
ま
だ
乳
幼
児
の
息

子
に
、
１
８
９
９
年
７
月
に
福
岡
県

八
女
郡
横
山
村
に
始
ま
っ
た
、
私
た

ち
一
族
の
こ
の
旅
に
つ
い
て
手
紙
に
残

し
た
。（
途
中
略
）
私
の
級
友
の
ほ
と

ん
ど
は
自
分
た
ち
の
先
祖
の
生
地
を

覚
え
て
い
る
し
、
彼
ら
の
家
族
の
歴

史
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

現
在
の
日
系
３
世
、
４
世
、
５
世
で

こ
の
よ
う
な
知
識
を
持
つ
人
は
少
な

い
。
こ
れ
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
だ
。

な
ぜ
な
ら
先
祖
に
誇
り
を
持
つ
こ
と

は
、
健
全
な
自
尊
心
の
高
揚
に
つ
な

が
る
と
信
じ
る
か
ら
だ
。
自
分
自
身

に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
は
、
人
格
形
成

に
お
い
て
大
変
重
要
な
要
素
な
の
だ
」

　
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
１
９
６
２
（
昭

和
37
）
年
に
上
院
議
員
と
な
り
、
日

系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
戦
時
補
償

法
の
制
定
な
ど
に
尽
力
。
１
９
７
３

（
昭
和
48
）
年
に
は
ウ
オ
ー
タ
ー
ゲ
ー

ト
事
件
、
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年

に
は
イ
ラ
ン
・
コ
ン
ト
ラ
事
件
の
上

院
調
査
特
別
委
員
会
長
を
務
め
る

な
ど
活
躍
。
ま
た
、
日
米
関
係
に
お

い
て
も
重
要
さ
を
訴
え
る
発
言
を
続

け
、
ア
メ
リ
カ
の
日
系
社
会
と
日
本

の
交
流
を
通
じ
て
日
米
関
係
を
強
化

す
る
な
ど
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
は
長

年
に
わ
た
っ
て
日
系
人
の
地
位
向
上

に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
勲
一
等
旭

日
大
綬
章
を
受
章
。
翌
年
に
は
米
大

統
領
か
ら
米
軍
人
に
贈
ら
れ
る
最
高

位
の
名
誉
勲
章
を
受
章
。
２
０
１
１

（
平
成
23
）
年
に
は
米
国
議
会
で
の
地

位
を
最
大
限
に
生
か
し
た
連
邦
議
会

の
対
日
理
解
促
進
な
ど
の
功
績
に
よ

り
、
日
本
政
府
か
ら
高
位
勲
章
で
あ

る「
桐
花
大
綬
章
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
88
歳
。
上
院
最
古
参
議
員
と

し
て
上
院
仮
議
長
に
選
出
さ
れ
、
大

統
領
継
承
順
位
第
３
位
と
い
う
米
国

史
上
、
ア
ジ
ア
系
米
国
人
が
得
た
最

上
位
の
地
位
に
つ
く
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
。

米
議
会
の
重
鎮
と
し
て
、
上
院
歳
出

委
員
会
お
よ
び
国
防
歳
出
小
委
員
会

委
員
長
と
し
て
、
米
軍
予
算
に
強
い

影
響
力
を
持
ち
、
今
な
お
日
米
友
好

の
維
持
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
桐
花
大
綬
章
受
章
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
幼
い
こ
ろ
、
祖
父
か
ら
義
務

と
名
誉
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
教
え

ら
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
生
き
て
き
た
」

と
語
り
ま
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
を

上
院
の
仮
議
長
へ
と
導
い
た
の
は
、

祖
父
の
言
葉
。
そ
し
て
日
系
人
と
し

て
の
誇
り
で
し
た
。

　
昨
年
６
月
に
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
問
。
そ
し
て
今
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
の
際
に
も
「
先
祖

代
々
の
故
郷
で
あ
る
福
岡
県
で
の
災

害
の
映
像
が
流
れ
る
の
は
つ
ら
い
」
と

お
悔
や
み
声
明
を
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ア
メ
リ
カ
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

日
系
人
は
日
本
と
手
を
携
え
、
今
ま

で
以
上
に
日
米
の
友
好
関
係
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
」。
二
つ
の
祖
国
が
戦
う

悲
劇
を
経
験
し
た
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
、

日
米
の
架
橋
と
な
り
続
け
て
い
ま
す
。

日
米
か
ら
勲
章
を
受
章

祖
父
の
言
葉
に
従
っ
て

1959 年上陽町役場前で、小川秀木町長はじめ町の幹部と（前列中央がダニエルさん）

祖先の墓参りをするダニエルさん

【参考資料】南加福岡県人会創立百周年記念誌、日本記者クラブ記者会見ダニエル・イノウエ米
上院議員、wikipedia，等【写真提供】井上和枝さん、井上賢治さん



　　

満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
す
べ
て
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の

は
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
り
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
年
齢
居
住
要
件
】

　

平
成
４
年
11
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
24
年
８
月
３
日
以
前
か
ら
八
女
市

に
居
住
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
投
票
日
（
期

日
前
投
票
を
す
る
日
）
ま
で
に
市
外
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
八
女
市
に
転
入
し
た
人
は
？
】

　

平
成
24
年
８
月
３
日
ま
で
に
転
入
届
を
済

ま
せ
た
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
内
で
住
所
変
更
し
た
人
】

　

平
成
24
年
10
月
30
日
ま
で
に
住
所
変
更
の

届
出
を
済
ま
せ
た
人
は
、
新
し
い
住
所
の
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
10
月
31
日
以
降
に

住
所
変
更
の
届
出
を
し
た
人
は
、
元
の
住
所

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
（
投
票
所

は
、
後
日
郵
送
さ
れ
る
投
票
所
入
場
券
に
印

刷
し
て
い
ま
す
）。

　

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
出

産
が
近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
所
へ
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
（
見
込
み
の
）
人
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
の

際
に
は
「
投
票
所
入
場
券
」
を
持
参
く
だ
さ

い
（
届
い
て
い
な
い
時
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

市
長
選
挙
の
投
票
日
に
お
け
る
投
票
は
、

市
の
条
例
で
「
記
号
式
投
票
」
で
行
う
よ
う

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
が
あ
ら
か
じ

め
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
し
よ
う

と
す
る
候
補
者
の
氏
名
の
上
の
欄
に
「
○
」

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。「
○
」
の
ほ
か
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
×
な
ど
の
印

を
書
い
た
り
す
る
と
、
そ
の
投
票
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投

票
の
場
合
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
各
家
庭
に
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。
世
帯
ご
と
の
封
筒
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ
て
開
封
し
、

個
人
ご
と
に
切
り
離
し
て
投
票
所
に
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
入
場
券
を
紛
失
さ

れ
た
り
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
し

て
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の

投
票
所
で
は
、
受
付
で
入
場
券
を

係
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
人

名
簿
で
本
人
確
認
し
ま
す
。

※
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
時
は

結
構
で
す
。

受
付

投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す

◉
投
票
で
き
る
人
は
…

◉
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◉
投
票
方
法
に
つ
い
て

◉
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

投
票
用
紙

投票用紙を
受け取る

投
票
の
仕
方
と
順
序

確認して
ください

せ
ん
き
ょ

入
場
券

11
月
11
日
日
は

市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

１２

期
日
前
投
票
所

▽
八
女
市
役
所
２
０
５
会
議
室

▽
上
陽
支
所
小
会
議
室

▽
黒
木
総
合
支
所
第
５
会
議
室

▽
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

▽
矢
部
公
民
館

▽
星
野
村
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

期
日
前
投
票
期
間

▽
11
月
５
日
㈪
～
10
日
㈯
８
時
30
分
～
20
時

※
期
日
前
投
票
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
か
か
わ

ら
ず
、
右
記
６
か
所
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
機
会

で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
主
権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
唯

一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
ら
れ
る

人
を
自
分
自
身
の
判
断
で
悔
い
の
無
い
よ
う
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

◦
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
部
総
務
課
内
☎
２
３
・
１
１
１
１
）
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八
女
　
太
郎

　
黒
木
　

際
は
、
投
票
所
の
受
付
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
入
場
券
に
は
投
票
会

場
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

仕
事
な
ど
で
遠
方
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
八

女
市
に
投
票
用
紙
等
の
請
求
を
し
て
、
滞
在

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他
、
県
が

指
定
す
る
病
院
ま
た
は
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
ま
た
は
施
設
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

投
票
を
す
る
と
き
は
、
選
挙
人
が
自
分
で

記
載
し
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
身
体
の
故
障
な
ど
に
よ
り
自
分
で

記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
投
票

所
の
係
員
が
投
票
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ま
た
、
点
字
で
の
投
票
も
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
付
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ど
ち
ら
の
投
票
も
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た

は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
選
挙

人
で
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
ま
た

は
介
護
保
険
法
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人
は
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
の
等
級
が
限
ら
れ
て
お
り
、
手

続
き
に
は
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
長
選
挙
の
選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
市
内
に
設

置
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の
掲
示
板
が
壊
れ
て

い
た
り
し
た
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
記
載
所

投票所と投票時間

◉
選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

◉
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◉
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◉
代
理
投
票
・
点
字
投
票
も
で
き
ま
す

投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
氏

名
の
上
の
欄
に「
○
」を
書
き
ま
す
。

投
票
箱

投票所 会　場 投票時間
第１投票所 福島小学校体育館 7時～ 20時

第２投票所 八女市民会館研修棟 7時～ 20時

第３投票所 長峰小学校体育館 7時～ 20時

第４投票所 八女市総合体育館 7時～ 20時

第５投票所 上妻小学校体育館 7時～ 20時

第６投票所 三河小学校体育館 7時～ 20時

第７投票所 八幡小学校体育館 7時～ 20時

第８投票所 川崎小学校体育館 7時～ 20時

第９投票所 忠見小学校体育館 7時～ 20時

第10投票所 岡山小学校体育館 7時～ 20時

第11投票所 西中学校体育館 7時～ 20時

第12投票所 農業活性化センター 7時～ 19時

第13投票所 八女市研修センター「発心」 7時～ 19時

第14投票所 黒木地域交流センター「ふじの里」 7時～ 19時

第15投票所 豊岡コミュニティセンター 7時～ 19時

第16投票所 串毛コミュニティセンター 7時～ 19時

第17投票所 木屋農村環境改善センター 7時～ 19時

第18投票所 笠原集会所 7時～ 19時

第19投票所 大淵小学校体育館 7時～ 19時

第20投票所 立花市民センターイベントホール 7時～ 20時

第21投票所 筑南小学校体育館 7時～ 20時

第22投票所 白木コミュニティセンター 7時～ 19時

第23投票所 旧上辺春小学校体育館 7時～ 19時

第24投票所 矢部公民館 7時～ 19時

第25投票所 星野行政福祉センター 7時～ 19時

３４

注）岡山校区は、前回の統一地方選挙から第10投票区および
第11投票区に分割されています。

即
日
開
票

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈰　

21
時
15
分
～

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

(http://w
w

w.city.yam
e.fukuoka.jp)

　八女市長選挙の立候補予定者に対する説明会を行いま
す。立候補を予定されている人は、必ず出席してください。
当日、立候補に必要な書類をお渡ししますので、印鑑を
持参してください。
※出席者は、１候補につき３人以内でお願いします。

市長選挙の立候補予定者説明会
◦日時＝１０月１６日㈫　９時30分～
◦場所＝八女市役所２０５会議室

投
票
箱
に
投
票

用
紙
を
入
れ
ま

す
。

投
票
箱
へ

広報やめ　2012.10.15
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市内の100歳の皆さん 鹿野カズエ（吉田）
上島チカヱ（立花町） 山川 近（馬場）
立山ツボミ（馬場） 坂本ツタヱ（黒木町）
松尾ミユキ（黒木町） 西村キサエ（上陽町）
堤 末二（黒木町） 石田マサ（川犬）
加藤清一（黒木町） 下川サツヱ（祈祷院）
宮川トリヱ（黒木町） 信國ササヱ（黒木町）
井上繁夫（蒲原） 高山福代（立花町）
田中アキエ（星野村） 眞鍋義實（立花町）
西木戸 衛（山内）

信國ササヱさん（黒木町）
毎日、仏様に手をあわせ、お経をあげる
ことが日課です。健康そのもので病気に
もかからず元気です。

井上繁夫さん（蒲原）
90歳まで仕事をしていました。趣味は読
書とお風呂。2週間に一度は図書館へ通い、
べんがら村へ行くのも楽しみだそうです。

宮川トリヱさん（黒木町）
家族やみんなによくしてもらって感謝
しています。食事は必ず 3 回きちん
と食べています。

下川サツヱさん（祈祷院）
食事を３食きちんと食べています。デ
イサービスから帰ってくるとマッサージ
チェアに座り、店番をしています。

西木戸 衛さん（山内）
お肉が大好きで、食事も 3 度ふつう
に食べられます。長生きの秘訣は「毎
日の生活を楽しく過ごすこと」です。

　

９
月
17
日
は
敬
老
の
日
。
市
で

は
平
成
24
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る

18
人
に
敬
老
祝
い
金
３
万
円
と
祝
い

状
を
、
１
０
１
歳
以
上
の
50
人
に
敬

老
祝
い
金
１
万
円
を
、
88
歳
に
な
る

４
５
４
人
に
敬
老
祝
い
金
５
千
円
を

贈
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１
０
０
歳

に
な
る
在
宅
の
長
寿
者
５
人
を
市
長

が
訪
問
し
ま
し
た
。

※
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
県
知
事

か
ら
の
祝
い
状
と
祝
い
の
品
に
加
え
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
い
状
と
銀
杯

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※9月1日現在（敬称略）

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

◦期日＝11月４日日13時～（12時15分開場）
◦会場＝おりなす八女ハーモニーホール



◦テーマ　「夢と希望」
　熱い歌とトークで八女に元気を届けます。

◦問い合わせ＝八女市小・中学校 PTA 連合会事務局（上
陽北汭学園中学校　担当：西見 ☎ 54・2030）

「八女市教育の日」
◦期日＝11月４日日13時～（12時15分開場）
◦会場＝おりなす八女ハーモニーホール

ＴＨＥ ＳＴＲＩＰＥＳ

第1部

平成
24年度

第2部

文化発表会
13時～ 14時30分
（八女市教育委員会主催）

ＴＨＥ ＳＴＲＩＰＥＳ
15時～ 16時30分
（八女市小中学校ＰＴＡ連合会主催）

※第２部開演前に、ＰＴ
Ａによる芋まんじゅうと
八女茶のおもてなしが
予定されています。

入場無料

ＴＨＥ ＳＴＲＩＰＥＳプロフィール
筑後のビートルズ。2012 年にビートルズの聖地 リバプールで
ビートルズナンバーを熱演し、同年 6 月にサザンクス筑後で凱
旋コンサート開催。

※民謡・民舞少年少女全国大会入賞の古賀もも
こさんの「久留米そろばん踊り唄」も披露します。

聖福寺献上・茶壺道中
お茶で九州をひとつに結ぶ

◦日時＝１０月６日㈯・７日㈰・８日㈷
◦茶壺道中参加市町＝南九州市・八女市・嬉野市・東彼杵町ほか
◦開催場所＝①博多駅前広場 ②茶壺道中（博多駅前～聖福寺） ③聖福寺
※八女市では１０月６日㈯８時４５分から霊巌寺出発式が行われ、１１時か
ら筑後船小屋駅出発式が行われます。１０月８日㈷に博多駅から聖福寺に
向けて一行は練り歩きます。
◦問い合わせ＝農業振興課（☎２３・１１１９）

◦合唱・和太鼓
　ふじなみ幼稚園
◦中学生の主張
　▽「かけ算の法則」 
　　  福島中学校 吉村憧子（3 年）
　▽「生きる力と生かされる配慮と」
     　八女学院中学校　利根慎之介（１年）
◦民謡・ふるさとの唄等
　「八女茶山唄」他　黒木小学校

◦琴演奏
　上陽北汭学園中学校筝曲部
◦小学生読書リーダー養成講座事例発表
　黒木小学校・筑南小学校
◦吹奏楽部演奏
　西中学校
※発表順は未定です。
◦問い合わせ＝学校教育課（☎ 23・1954）

広報やめ　2012.10.17
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
（
※
）
の
早

期
発
見
の
た
め
、
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
平
成

25
年
３
月
末
ま
で
受
診
で

き
る
受
診
票
と
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
高

血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
、
そ
の
他
の
生
活

習
慣
病
で
あ
っ
て
、
内
臓

脂
肪
の
蓄
積
に
起
因
す
る

も
の
を
指
し
ま
す
。

【
受
診
対
象
者
】

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
。
た
だ
し
、
健
康
診

査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習

慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
な
ど
は
対
象
者
と
な

り
ま
せ
ん
。

【
受
診
時
の
自
己
負
担
金
】

５
０
０
円

【
受
診
の
方
法
】

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機

関
で
個
別
に
予
約
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
と
き
は
、「
被
保

険
者
証（
保
険
証
）」と（
広

域
連
合
が
郵
送
し
た
）「
受

診
票
」
が
必
要
で
す
。
受

診
票
が
見
あ
た
ら
な
い
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
２
６
５
１
・

３
１
１
１
）

小
学
生
・
中
学
生
は
入
院
時

の
医
療
費
に
か
か
る
自
己
負
担

額
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
医
療
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
医
療
機
関
で
医
療
費
を
一
度

払
っ
た
後
に
、
市
へ
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
は
必
要
な
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医

療
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

しょうがい者虐待防止ホットライン

☎090・2580・０２９４
♥いつでもお電話ください。24 時
間・365日受け付けます。
♥相談は無料、秘密は守られます。

★「手をあげる」ことだけが虐待ではありません。
◦たたく、つねる　◦食事をさせない　◦ベッドに縛りつけ
る　◦無理やり食事を口に入れる　◦入浴させない　◦排
せつの失敗をあざけ笑う　◦わざと薬を過剰に与える　◦
世話をしない　◦人前で恥をかかせる　◦ののしる、子ども
扱いする　◦意図的に無視する　◦本人が望む金銭の使用
を理由もなく使わせない　◦年金や貯金を本人の意思、利
益に反して使う　　　　　これらはみんな虐待です！

しょうがいのある人の「尊厳と権利」を守りましょう。
▽八女市障害者虐待防止センター
　福祉課内（☎２３・１３３５　N２２・７０９９）

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す

る
支
援
等
に
関
す
る
法
律(

以
下
、「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」)

が
平
成
24
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、
虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見
、

虐
待
を
受
け
た
人
に
対
す
る
保
護
や
自
立
の
支
援
お
よ

び
養
護
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
虐
待
は
そ
の
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、

虐
待
の
防
止
は
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
や
社
会

参
加
の
促
進
に
非
常
に
重
要
で
す
。

八
女
市
で
は
、
障
害
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
相
談
窓

口
、
通
報
の
受
付
窓
口
と
し
て
「
八
女
市
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
八
女
市
障
害

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」へ
の
相
談
等
は
、左
記
の
「
し
ょ

う
が
い
者
虐
待
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」へ
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
を
発
見
し
た
場
合
も
速
や
か
に
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
」が
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

♥みんないるから、
だいじょうぶ。

Qgyakutaiboushi@city.yame.lg.jp
N０９４３・２２・７０９９

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

後期高齢者の健康診査は
毎年度受けましょう。

「
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

平成24年
4月1日から

♥障



◦
手
続
き
に
つ
い
て

　
該
当
さ
れ
る
人
は
、
本
庁
市
民
課
公
費

医
療
係
、
黒
木
総
合
支
所
、
立
花
・
上
陽
・

矢
部
・
星
野
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
へ

申
請
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

◦
持
参
す
る
も
の

《
重
度
障
害
者
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保

険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
等
）

②
印
鑑

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

④
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
所
得
証
明
書（
平
成
24
年
度
）。
ま
た
、

同
じ
世
帯
に
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
し
た
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の

所
得
証
明
書
（
平
成
24
年
度
）

《
乳
幼
児
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保

険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
が
３
歳
以
上
で
平
成
24
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
保
護
者
の
平

成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
所
得

証
明
書
（
平
成
24
年
度
）

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保

険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
遺
族
、
障

害
、
老
齢
年
金
証
書
（
受
給
者
の
み
）

④
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
所
得
証
明
書（
平
成
24
年
度
）。
ま
た
、

同
じ
世
帯
に
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
し
た
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の

所
得
証
明
書
（
平
成
24
年
度
）

※
カ
ー
ド
式
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
で
扶

養
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
本

人
分
と
被
扶
養
者
（
医
療
証
受
給
者
）
分

の
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
重
度
障
害
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平
成
24
年

10
月
１
日
以
降
も
該
当
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
医
療
証
を
郵
便
で
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

制度名 乳幼児医療費支給制度 重度障害者医療費支給制度 ひとり親家庭等医療費支給制度

対象者

小学校就学前までの
児童（６歳に達する日
以後の最初の３月３１
日までの間にあるもの）

身体障害者＝身体障害者手帳１級・２級　　　　　
知的障害者＝ＩＱ35 以下（療育手帳Ａ）　　　　　
重複障害者＝身体障害者手帳３級かつＩＱ36 ～ 50 以下
精神障害者＝精神障害者保健福祉手帳１級　　
※ 65 歳以上の人は、後期高齢者医療制度の被保険者
に限る

18 歳に達する日以後の年度末まで
の間にある児童を監護している 
母子家庭の母と児童　　　　　　
父子家庭の父と児童　　　　　　
父母のない児童　　　　　　　　
準母子家庭および準父子家庭

所得制限 なし あり あり

本人
負担額

なし

入院外〔通院〕  ５００円 / 月（限度） 
入院〔一　般〕  ５００円 /日（月20日限度） 
　　 〔低所得〕  ３００円 /日（月20日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は無料　　　　　　
※精神障害者の精神病棟への入院に係る費用は助成
の対象外

入院外（通院）＝８００円 / 月（限度） 
入　院＝５００円 /日（月7日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は
無料

※生活保護受給者は対象者から除きます。
※入院時の食事代・居住費等の本人負担および医療保険の適用を受けない費用については本人負担になります。

重
度
障
害
者
、乳
幼
児
、ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
証
は
お
持
ち
で
す
か
？

八
女
市
で
は
、
健
康
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
重
度
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
申
請
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ス
は
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆

発
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ガ

ス
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中

毒
事
故
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
次
の
点

に
注
意
し
て
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は

し
っ
か
り
と
締
め
付
け
、
ひ
び
割
れ
等
の
劣

化
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

②
揚
げ
物
を
し
て
い
る
際
の
火
災
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
調
理
中
に
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
も
し
離
れ
る
場
合
に
は
短
時
間
で
も

コ
ン
ロ
の
火
を
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
燃
焼
は
空
気
が
不
足
す
る
と
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
し
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
中
毒

が
発
生
す
る
の
で
、
ガ
ス
を
使
用
す
る
際
に

は
換
気
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
ガ
ス
・
一
酸
化
炭
素
警
報
器

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
有
効
的

で
す
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
、
建
物
火
災
の
件

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
不
始

末
や
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
か
ら
の
出
火
、

ま
た
劣
化
し
た
電
気
配
線
等
も
火
災
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
に
な
り

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

季
節
に
な
る
た
め
、
特
に
火
の
取
り
扱
い

や
不
始
末
に
は
十
分
に
注
意
し
、
大
切
な

家
族
と
家
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
機
器
に
よ
る

火
災
、
事
故
の
防
止

八
女
消
防
本
部（
☎
２
４
・１
１
１
０
）  

広報やめ　2012.10.19



　

市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
が

定
め
ら
れ
た
期
限
（
納
期
限
）
ま

で
に
、
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

ま
す
。
自
動
的
に
ご
指
定
の
口

座
か
ら
振
り
替
え
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が
省

け
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
大

変
便
利
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
さ
れ
、
口
座
届

出
印
を
押
印
の
う
え
取
扱
金
融

機
関
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
一
度

手
続
き
さ
れ
ま
す
と
毎
年
自
動

的
に
更
新
さ
れ
ま
す
が
、
納
税

義
務
者
等
が
変
わ
ら
れ
た
時
は
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
等
で
ど
う
し
て
も
期
限

内
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
随

時
納
付
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が

生
じ
納
期
内
に
納
付
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に
基
づ
い

て
原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期

間
に
限
り
納
め
る
時
期
を
遅
ら

せ
た
り
、
分
割
で
納
め
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
担
保
を
必
要

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
詳

し
く
は
、
納
税
課
納
税
推
進
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
震
災
、
火
災
、
風
水
害
、
そ
の

ほ
か
の
災
害
に
あ
っ
た
と
き

◦
本
人
も
し
く
は
家
族
が
病
気
、

ま
た
は
負
傷
し
た
と
き

◦
事
業
を
廃
止
ま
た
は
休
業
し

た
と
き

◦
事
業
に
対
し
て
著
し
い
損
失
を

受
け
た
と
き

※
な
お
、
今
回
の
水
害
に
よ
り
納

期
内
納
付
が
困
難
と
な
ら
れ
た

場
合
は
、
り
災
証
明
を
ご
持
参

の
う
え
相
談
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

開
庁
時
間
内
に
市
税
の
納
付
や

納
付
相
談
な
ど
が
で
き
な
い
人

は
、
毎
週
水
曜
日
に
19
時
ま
で

延
長
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課
納
税

推
進
係
（
☎
２
３・２
６
６
６
）

皆
さ
ま
が
納
付
さ
れ
る
税
金
は
、
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
や
河
川
・
公
園
の
整
備
、

ご
み
処
理
、
福
祉
や
医
療
・
教
育
の
充
実
、
消
防
、
災
害
防
止
や
災
害
復
旧
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
支
え
る

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、「
税
金
」
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
公

平
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
納
税
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
！

市
税
は
八
女
市
の
未
来
を
つ
く
る

大
切
な
財
産
で
す

　愛犬ともっと楽しく暮らすために、犬の気持ちにつ
いて考えてみませんか？ 犬に対する飼い主のあり方、
犬を愛するとは、命を飼うこととはなどを学んでみま
しょう。犬を飼われている人、またはこれから飼おう
とお考えの人であれば、どなたでも受講できます。
◦講師＝待鳥真佐美さん（飼育管理士）
◦参加費＝無料
◦日時＝10月28日㈰10時30分～ 12時（10時受付）
◦場所＝筑後市勤労者家庭支援施設３Ｆ視聴覚室（筑
後市大字山ノ井８９９番地）
◦募集人員＝80人程度（定員になり次第受付終了）
※当日犬の同伴はできませんのでご協力ください。
◦申込方法＝10月25日㈭までに電話で申し込みくだ
さい。
◦申込・問い合わせ＝南筑後保健福祉環境事務所保
健衛生課生活衛生係（☎０９４４・７２・２１６３）

♦
自
主
納
税
の
お
願
い

♦
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

♦
口
座
振
替
の
ご
利
用
に
つ
い
て

♦
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

♦
延
長
窓
口
に
つ
い
て

犬の気持ち講習会
飼い主によせる100％の愛と忠誠

マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）
を
持
ち

歩
い
た
り
、
包
装
を
シ
ン
プ
ル
に

し
た
り
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
普

段
の
買
い
物
で
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
ご

み
を
減
ら
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。マ
イ
バ
ッ

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
一
斉
行
動
参
加
店
で
は
、

ス
タ
ン
プ
の
特
典
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、

店
内
放
送
で
の
呼
び
か
け
な
ど
の
レ
ジ
袋

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
み
を
減
ら
す
第
一
歩
と
し
て
、
ま

ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
、
お
店
の
取

り
組
み
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
消
費
者
の
皆
さ
ん
は
】

◦
お
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
、
不
要
な
レ
ジ
袋
の
辞
退
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◦
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

◦
詰
め
替
え
商
品
や
簡
易
包
装
商
品
、

エ
コ
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
配
慮
商
品
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

◦
県
内
の
一
斉
行
動
参
加
店
の
取
り
組

み
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
】

◦
お
客
さ
ま
へ
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
呼
び

か
け
、
不
要
な
レ
ジ
袋
等
の
提
供
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

◦
詰
め
替
え
商
品
や
は
だ
か
売
り
、
環

境
配
慮
商
品
の
販
売
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
循
環
型
社
会

推
進
課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
７
１
）

10
月
は
マ
イ
バッ
グ
キャンペーン
の
強
化
月
間
で
す

10　2012.10.1　広報やめ
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108

25 6
30

横
町
町
屋
交
流
館
の
10
月
の
企
画
展
は
丸

山
孝
晴
さ
ん
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

丸
山
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
絵
を
志
し
、

有
明
海
の
風
景
や
人
物
に
魅
せ
ら
れ
以
来
、

「
船
と
少
年
」
の
テ
ー
マ
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。
教
職
に
携
わ
り
な
が
ら

示
現
会
展
を
中
心
に
発
表
し
て
き
た
作
品
と

最
近
作
を
交
え
て
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
期
間
＝
10
月
10
日
㈬
～
10
月
28
日
㈰

◦
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館
（
八
女
市
本
町

94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３・４
３
１
１
）

◦黒木小学校へ
黒木小学校父母教師会＝児童図書９３冊
◦上陽北汭学園小学校・中学校へ
木下ナミ子＝金一封
◦八女市立小中学校へ
尾崎真理＝金一封

寄附のお礼（敬称略）

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

横町町家
交流館
10月の催し

八 女市内の農産品や加工品を一堂に集めた食
のイベントを開催します。これは、地元の

食で地域を元気づけようと市内の直売所や観光
施設、女性グループが出店するもので、当日は読
売旅行社主催の復興応援バスツアー客も来場さ
れ、お茶の入れ方教室や観光大使によるステージ
ショーが予定されています。
◦期間＝10 月6 日㈯～ 7日㈰
◦会場＝八女市観光物産館「ときめき」
◦問い合わせ＝観光振興課（☎２３・１１９２）

【未来を担う子供の教育及び少子化対策事業】
・匿名　　２件
【その他市長が認める特定の事業】
・山口久仁幸（埼玉県川口市）
８月末現在累計額＝１６５７万１３０４円

【お知らせ】九州北部豪雨による被害が甚大なため、
今年は次の行事は中止します。
◦八女くろぎふるさと祭り（黒木町）
◦八女上陽まつり（上陽町）
◦八女星のまつり（星野村）
◦第26回福岡県南部小学生駅伝八女市くろ
ぎ大会（黒木町）

有
明
海
を
描
く
　
　

　
　
　
丸
山
孝
晴
展

「
観
光
と
食
の
博
覧
会
」
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自信を
持って経木を広める 　

平
成
23
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」「
フ
ァ

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
の
集
計
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
３
２
１
件
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
、
道
路
・
河
川
に
関
す
る

要
望
等
で
29
件
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ

ら
れ
た
の
が
、
人
事
・
職
員
28
件
、
学
校
教

育
17
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が
き

等
は
す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
新
八

女
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
問
題
点
は
改
善
し
、

建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
先
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
し
く
は

担
当
課
よ
り
直
接
ご
本
人
に
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
広
報
紙
面
で
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

●23年度件数　３２１件
（内訳）▽市長へのはがき 251件 ▽メール 35件 
▽ファクス 12件 ▽目安箱 ９件 ▽手紙 14件
●分類状況

（内訳）▽苦情 63件 ▽要望 121件 ▽提言 12件 
▽お尋ね 5件 ▽意見 72件 ▽便り・お礼 43件 ▽
その他 5件

平成23年度市長へのはがき集計
内容等 件数 内容等 件数

消防・防災 5 社会教育 9
交通安全・安心安全 6 観光・祭り 12
人事・職員 28 交通・デマンド 12
市税 2 道路・河川 29
財政・行財政改革 2 都市計画 3
国保年金 4 公園 3
高齢者福祉 5 農業 11
児童福祉 5 上下水道 2
障害者福祉 1 学校教育 17
その他の福祉 4 図書館 7
健康づくり 4 会計 1
医療 3 議　会 3
公害 2 企画・政策 7
ごみ 15 合併 1
その他の環境 15 広報広聴 10
スポーツ 10 市関連施設等 12
文化財 7 その他 64

合　　　　計 321

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑

問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー

ル
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
設
置
し
て

い
る
市
政
目
安
箱
な
ど
を
利
用
し
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
趣
旨
は
、
個
人
が
特
定
で
き

る
よ
う
な
こ
と
の
よ
う
に
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
た
上
で
紙

面
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か

ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す

の
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
連
絡

先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難

す
る
な
ど
し
て
い
る
も
の 

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反

す
る
も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る

も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も

の
▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す

る
も
の 

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.10）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言などお寄せください。将来の八女
市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実
現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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10月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

青
年
経
営
者
の
主
張
九
州
大
会
に
出
場
す
る  

山
口
智と

も

臣お
み

さ
ん（
星
野
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
1㈪ ,8 ㈷ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,26 ㈮ ,29 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,26 ㈮ ,29 ㈪図書館の休館日

10月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

経木となる赤松を製材する山口さん。経木
で食品を包むと、赤松独自の殺菌効果と通
気性で保存の効果を高めるそうです。

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

2 ㈫ ,8 ㈷ ,9 ㈫ ,16 ㈫ ,23 ㈫ ,26 ㈮ ,30 ㈫

45

絵本や紙芝居など親子でお楽
しみください。
♥本館　6日、13日、20日、
27日、※いずれも土曜日14
時から、おはなしコーナーで
♥黒木分館　13日㈯11時～
おはなしコーナー

10月のよみきかせ

10月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみきか
せやわらべうたなど。
♥本館　20日㈯11時～
2階研修室
♥黒木分館　25日㈭11時～
おはなしコーナー

　

福
岡
市
で
９
月
７
日
㈮
に
開
か
れ
た

青
年
経
営
者
の
主
張
福
岡
県
大
会
（
福

岡
県
商
工
会
主
催
）
で
、
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
た
山
口
さ
ん
。
古
く
か
ら
肉
や

魚
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
自
然
包
装
資

材
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
薄
い
木
の
板

『
経き
ょ
う
ぎ木

』の
製
造
販
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
普
及
に
よ
り
需
要
が
減
少
し

て
い
る
経
木
を
守
っ
て
い
き
た
い
、
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
。

行
き
詰
っ
た
時
に
真
剣
に
考
え
て
く
れ

た
商
工
会
青
年
部
仲
間
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
消
費
者
と
直
接
つ
な
が
ろ
う

と
道
の
駅
な
ど
で
小
売
を
始
め
、
新
た

な
可
能
性
を
見
出
し
た
こ
と
。
経
木
を

自
信
を
持
っ
て
広
め
る
決
意
な
ど
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
山
口

さ
ん
の
事
業
所
も
被
災
し
ま
し
た
。
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
工
場
、
泥
で
埋

ま
っ
た
機
械
。
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と

き
に
、
近
所
の
助
け
合
い
と
と
も
に
、

広
く
県
内
か
ら
商
工
会
の
仲
間
が
駆
け

つ
け
て
片
づ
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
工
場
は
わ
ず
か
ひ
と
月
ほ
ど
で
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
11
月
に
開
か
れ
る
青
年

経
営
者
の
主
張
九
州
大
会
に
福
岡
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

「
大
勢
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
工
場
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
弱
音
は
吐
け
ま
せ
ん
。

合
併
と
と
も
に
八
女
の
絆
は
強

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
元

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

自信を
持って経木を広める

★ 10 月の館内整理日は 26 日㈮★

㊤特殊なカッターで木材を薄くスライス
㊦ 3日間自然乾燥させます。揚げ物に
敷いたり、おにぎりを包んだり、ばらん
のようにお弁当に入れたりなど、様 な々
使い方ができます。「びそん」「道の駅
たちばな」「ときめき」で販売しています。

16ミリ映写機を使った映写会です。
入場無料・事前申し込み不要です。
◦日時＝11月10日㈯ 14 時～
◦場所＝八女市立図書館本館２階研修室
◦上映内容＝「字のないはがき」（18 分）
　　　　　「心の中のふるさと」（40 分）

10/27㈯～11/９日㈮
秋の読書週間

あなたのオススメの本を紹介し
てください！
３冊紹介していただいたら、プレ
ゼントをさしあげます。
本館・分館にそれぞれに掲示し
て紹介させていただきます。
◦募集期間＝10 月２日㈫～ 11
月４日㈰
◦対象者＝八女市立図書館利用
者（一般※中学生以上）
◦掲示期間＝11月17日㈯～ 12
月２日㈰

▽八女市立図書館本館１階ロビー
◦期間＝10 月20日㈯～ 10 月28日㈰
▽黒木地域交流センターふじの里ロビー
◦期間＝11月１日㈭～ 11月12日㈪
☆両会場で期間を分けて同じ作品を飾り
ます。ぜひ皆さんでご覧ください。

イチオシの本
おしえて！第６回読書感想画入賞作品展

大人のための映写会



14　2012.10.1　広報やめ

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
寺
田
さ
ん
は
、
初
め
に
問
い
か
け
ま
す
。

「
あ
な
た
に
と
っ
て
、一
番
大
事
な
も
の
は
何

で
す
か
？
」

　
続
い
て
、
出
産
劇
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
す
。

後
ろ
で
保
護
者
た
ち
が
見
守
る
中
、
子
ど
も

た
ち
は
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
表
情
で
、
し
か
し
真

剣
な
眼
差
し
で
、
映
像
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　
上
映
が
終
わ
っ
た
後
、
寺
田
さ
ん
は
命
の

誕
生
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
と
っ
て
も
痛

い
思
い
を
し
て
ま
で
出
産
を
す
る
の
は
、
お

母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
。
赤

ち
ゃ
ん
の
産
声
は
「
お
母
さ
ん
、会
い
た
か
っ

た
よ
！
」
と
言
っ
て
い
る
ん
だ
よ
、
と
。

 

ま
た
「
生
ま
れ
て
き
た
時
、
手
や
足
は
い

く
つ
あ
り
ま
す
か
？
」
と
の
問
い
に
、
子
ど

も
た
ち
は
即
座
に
「
手
が
２
本
、
足
が
２

本
」
と
答
え
ま
す
。
寺
田
さ
ん
は
「
生
ま

れ
て
く
る
と
き
に
手
や
足
が
１
本
し
か
な
い

赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
で
も
手
足
が
２
本
ず

つ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
決
ま
り
は
ど
こ

に
も
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
は
た
だ
の
思
い
込

み
。
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
ん
だ
よ
」

と
、
諭
す
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か

け
ま
す
。

　
寺
田
さ
ん
は
、
保
育
器
の
中
で
何
本
も

の
管
が
繋
が
れ
て
い
る
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
の

写
真
を
見
せ
、
双
子
の
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く

し
た
時
の
話
を
、
静
か
に
語
り
始
め
ま
す
。

「
自
分
の
子
ど
も
は
、
生
き
る
力
が
足
り
な

く
て
、
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
。
失
っ
た
命
は

二
度
と
戻
ら
な
い
。
皆
さ
ん
は
、
自
分
自

身
の
生
き
る
力
と
、
育
て
て
く
れ
た
保
護

者
の
愛
情
が
あ
っ
て
、
今
こ
の
場
所
に
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
命
を
、
他

人
の
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。い
じ
め
や
、

他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
事
は
絶
対
に
し

な
い
で
欲
し
い
」
と
。

　
講
座
の
終
わ
り
に
は
、
親
子
が
向
か
い

合
っ
て
座
り
、
手
の
ひ
ら
の
温
も
り
を
伝
え

あ
い
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
と
き
の
様
子

や
思
い
を
伝
え
、
最
後
は
「
大
好
き
だ
よ
」

「
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
産
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉
を
交
わ
し
、

抱
き
し
め
あ
い
ま
し
た
。

　
抱
き
し
め
る
保
護
者
の
慈
愛
に
満
ち
た

笑
顔
と
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
、
で
も
嬉
し

そ
う
に
保
護
者
に
抱
き
し
め
ら
れ
る
子
ど

も
た
ち
。そ
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

♥
子
ど
も
の
声
♥

◦
あ
か
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
る
の
が
す
ご
か
っ

た
で
す
。
い
の
ち
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
１
年
男
子
）

◦
お
母
さ
ん
た
ち
の
愛
情
が
ど
ん
ど
ん
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
私
の
命
、
み
ん
な
の
命
は

大
切
に
し
た
い
、
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
４
年
女
子
）

◦
産
ん
で
く
れ
る
親
へ
の
あ
り
が
た
み
や
、

親
が
ど
れ
だ
け
大
切
に
し
て
い
る
か
が
分

か
っ
た
。
そ
し
て
他
人
の
命
も
自
分
の
命
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
６
年
男
子
）

♥
保
護
者
の
声
♥

❖
先
生
の
お
話
を
聞
い
た
み
ん
な
が
、
本
当

に
「
命
」
と
い
う
大
切
な
も
の
を
大
事
に
し

て
く
れ
る
事
を
願
い
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。

❖
命
の
大
切
さ
、
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
の
奇

跡
。
よ
く
ば
り
に
な
っ
て
い
た
私
に
、「
そ

の
ま
ん
ま
で
い
い
ん
だ
よ
」
を
気
づ
か
せ
て

く
だ
さ
っ
た
事
に
感
謝
し
ま
す
。

い
の
ち
の
授
業

一番
大
事
な
も
の
は
何
？

生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

命
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

参
加
者
の
声

　

命
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
幼
少
の
頃
よ
り
育
ん
で
い
く
こ
と

は
、
生
き
る
力
の
土
台
に
据
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
命
の
誕
生

を
学
ぶ
こ
と
か
ら
。
性
の
教
育
は
、
生
の
教
育
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

今
回
は
、
寺て

ら

田だ

恵け
い

子こ

さ
ん
（
柳
川
市　

め
ぐ
み
助
産
院
院
長
）
を
お
迎
え
し
て
、

去
る
７
月
13
日
に
星
野
小
学
校
で
児
童
と
保
護
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
、
巡
回
人

権
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す

講師の寺田恵子さん 講演会の様子

温もりと想いを伝えあう親子たち
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本
校
は
上
辺
春
小
学
校
、
下
辺
春
小
学

校
、
光
友
小
学
校
が
合
併
し
、
新
設
校
と

し
て
開
校
し
ま
し
た
。
各
学
校
は
、
百
年
を

超
え
る
長
い
歴
史
が
あ
り
、
地
域
の
学
校
と

し
て
伝
統
と
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
多

く
の
地
域
の
人
々
を
招
い
て
閉
校
式
典
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
22
年

４
月
６
日
に
八
女
市
立
立
花
小
学
校
と
し
て

開
校
式
を
行
い
、
３
０
７
人
で
新
た
な
出
発

を
し
ま
し
た
。

現
在
、子
ど
も
た
ち
、先
生
方
、保
護
者
、

地
域
の
人
々
の
協
力
で
、
新
た
な
学
校
文
化

の
創
造
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

★
本
校
の
教
育
目
標

「
豊
か
な
心
を
持
ち
、共
に
学
ぶ 

た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
」

★
本
年
度
の
重
点
目
標

基
礎
基
本
が
身
に
付
い
た
子
ど
も
の
育
成

（
基
礎
学
力ｕ
ｐ
←
）

～「
わ
か
っ
た
�
」「
で
き
た
�
」で
つ
な
が

り
あ
う
子
ど
も
の
育
成
を
通
し
て
～

　
特
に
、本
年
度
は
、「
み
ん
な
が
で
き
る
・

み
ん
な
で
で
き
る
」『
学
び
合
い
』の
集
団

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。自
分
で
考

え
、友
だ
ち
と『
学
び
合
い
』、そ
し
て
活
動

を
振
り
返
り
な
が
ら
、確
か
な
子
ど
も
の
成

長
を
図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
取
組
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
柱
で

教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

★「
確
か
な
学
力
」を
培
う

学
ぶ
楽
し
さ
・
意
欲

◦
学
び
合
い
、関
わ
り
合
う
授
業
づ
く
り

◦
学
力
、体
力
向
上
プ
ラ
ン
の
策
定
と
実
施

◦
地
域
の
教
材
化
・
地
域
と
の
交
流

◦
合
同
授
業
・
交
換
授
業

◦
少
人
数
指
導
・
Ｔ
、Ｔ
指
導

学
ぶ
習
慣

◦
読
書
の
習
慣

◦
家
庭
学
習
の
習
慣
等

★「
か
か
わ
り
合
う
力
」を
高
め
る

◦「
学
び
合
い
」に
よ
る
関
わ
り
合
い

◦
異
学
年
ふ
れ
あ
い
活
動

◦
縦
割
り
班
活
動（
運
動
会
、清
掃
活
動
等
）

◦
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
の
読
み
聞

き
か
せ

◦
職
場
体
験
等
地
域
の
ひ
と
、も
の
、こ
と

の
活
用
等

開
校
し
て
３
年
目
の

学
校
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
よ
さ
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、新
し
い
学
校

と
し
て
教
育
活
動
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●校長　江上靖則  ●職員数  29人  ●学級数  14   ●児童数　278人

八
女
市
立
花
町
谷
川
１
０
５
８
番
地
（
☎
３
７
・
０
０
２
３
）

立
花
小
学
校

学
校
訪
問
28

学習の様子

学習の様子

職場体験の様子

◦
子
ど
も
や
女
性
を
狙
っ
た
声
か

け
、
つ
き
ま
と
い
、
わ
い
せ
つ
事

案
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◦
特
に
夕
方
か
ら
夜
間
の
暗
い
道

路
上
を
一
人
で
歩
い
て
い
る
と
き

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◦
明
る
い
う
ち
に
帰
宅
す
る
、
ま

た
は
夜
道
の
一
人
歩
き
を
し
な
い

よ
う
に
心
が
け
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

◦
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
医
療
費
、
税

金
が
還
付
さ
れ
る
と
ウ
ソ
を
言
っ

て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
還
付
金
詐

欺
な
ど
、
振
り
込
め
詐
欺
が
全
国

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

◦
最
近
で
は
、
社
債
や
外
国
の
通

貨
、
金
の
採
掘
権
な
ど
を
購
入
す

る
名
目
で
高
額
な
お
金
を
支
払
わ

さ
れ
る
と
い
う
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

◦
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
身
に
覚
え
の
な
い
郵
便
物
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
り
し
た

と
き
は
す
ぐ
に
信
用
せ
ず
、
家
族

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◦
豪
雨
災
害
か
ら
復
旧
中
の
被
災

者
を
狙
っ
た
悪
質
な
方
法
の
商
品

販
売
や
契
約
の
勧
誘
な
ど
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◦
過
去
に
は
、
無
料
で
屋
根
や
壁

の
修
理
を
す
る
と
話
を
持
ち
か
け

て
後
で
高
額
な
料
金
を
請
求
し

た
り
、
家
屋
の
安
全
診
断
を
す
る

ふ
り
を
し
て
悪
い
場
所
が
な
い
の

に
修
理
し
な
い
と
壊
れ
る
と
言
っ

て
契
約
を
持
ち
か
け
た
り
な
ど
と

い
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
一
人
で
相
手
の
話
を
聞
い
た
り
、

す
ぐ
に
相
手
と
契
約
し
た
り
せ
ず

に
、
よ
く
考
え
て
家
族
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◦
夜
間
、
家
の
人
が
寝
て
い
る
す

き
を
狙
っ
て
屋
内
に
侵
入
し
金
品

等
を
盗
む
窃
盗
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

◦
就
寝
す
る
際
に
は
、
玄
関
や
窓

の
カ
ギ
を
か
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
高
い
窓
や
２
階
か
ら

侵
入
さ
れ
な
い
た
め
に
足
場
と
な

る
ご
み
箱
な
ど
を
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
心

が
け
、
玄
関
や
窓
に
補
助
錠
を
つ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
※
犯

人
は
侵
入
に
５
分
以
上
時
間
が
か

か
る
と
犯
行
を
あ
き
ら
め
ま
す
）

平成24年全国地域安全運動
◦期間＝10月11日木～ 20日土  八女警察署（☎22・5110）

子
ど
も
や
女
性
を
狙
っ
た

性
犯
罪
の
被
害
防
止

高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止

被
災
者
を
狙
っ
た

悪
質
商
法
の
被
害
防
止

家
屋
に
侵
入
さ
れ
る

窃
盗
事
件
か
ら
の
被
害
防
止

八女警察署
からのお知
らせ

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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８
月
26
日
㈰
、
地
域
で
育
っ
た

農
作
物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、「
第
１
回
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

事
業
」
が
白
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
白
木
小
学
校
跡
地
利
用
協

議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
白
木

地
区
は
も
と
よ
り
市
内
外
の
老
若

男
女
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
白
城
の
里
旧
大
内
邸

の
田
中
真
木
さ
ん
と
久
留
米
大

学
の
中
国
人
留
学
生
３
人
を
迎

え
、
同
地
区
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮

な
農
作
物
を
素
材
に
、
本
格
的
な

水
餃
子
を
は
じ
め
、
ナ
ス
の
は
さ

み
揚
げ
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
コ
ー
ン

ス
ー
プ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
特

に
水
餃
子
づ
く
り
は
難
し
か
っ
た

よ
う
で
、
大
き
い
も
の
や
小
さ
な

も
の
、
分
厚
い
皮
や
薄
く
て
中
が

透
け
て
見
え
る
も
の
等
、
そ
れ
ぞ

れ
個
性
あ
ふ
れ
る
餃
子
が
で
き
ま

し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
食
を
通
じ
た
世
代
間

交
流
、
国
際
交
流
が
深
め
ら
れ
た

よ
う
で
し
た
。

第
２
回
全
日
本
女
子
（
中
学
生
）
軟
式

野
球
九
州
大
会
が
８
月
24
日
㈮
か
ら
26
日

㈰
に
か
け
て
熊
本
県
で
開
か
れ
、
福
岡
選

抜
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー

ム
に
福
島
中
学
校
３
年
生
の
田
中
稜
華
さ

ん
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
参
加
。
レ
フ
ト
を
守
り

チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。
田
中

さ
ん
は
小
学
生
時
代
に
少
年
野
球
チ
ー
ム

ふ
く
し
ま
明
訓
に
所
属
、
中
学
生
に
な
る

と
部
活
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
り
練
習

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
を「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」と
振
り
返
る
田
中
さ
ん
。

高
校
受
験
の
た
め
に
部
活
は
卒
業
し
ま
す

が
、「
野
球
が
好
き
な
の
で
、
で
き
れ
ば
続

け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

同
大
会
の
小
学
生
の
部
に
は
、
県
の
選

抜
チ
ー
ム
に
八
女
市
か
ら
５
人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
惜
し
く
も
２
回
戦
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
健
闘
し
ま
し
た
。

６
月
６
日
㈬
に
上
陽
町
で
発

生
し
た
建
物
火
災
で
初
期
消
火

活
動
を
行
い
、
火
災
の
延
焼
拡

大
を
防
止
し
た
大
坪
幸
拡
さ
ん
、

小
塩
康
隆
さ
ん
の
２
人
に
８
月

23
日
㈭
、
江
島
憲
一
八
女
消
防

本
部
消
防
長
か
ら
初
期
消
火
功

労
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
は
６
月
６
日
㈬
17
時

55
分
ご
ろ
発
生
。
当
初
は
水

道
水
に
よ
る
消
火
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
駆
け
つ
け

た
２
人
に
よ
る
消
火
器
で
の
消

火
活
動
に
よ
り
火
災
の
延
焼

拡
大
を
防
止
で
き
ま
し
た
。
消

火
活
動
を
行
っ
た
大
坪
さ
ん
は

「
と
っ
さ
の
こ
と
で
し
た
が
、
自

分
が
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
、
消
火
に
あ
た

り
ま
し
た
」
と
当
時
の
こ
と
を

振
り
返
り
、「
今
後
も
、
自
主

防
災
活
動
な
ど
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

第
55
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

夏
季
大
会
水
泳
競
技
が
８
月
26
日

㈰
、
北
九
州
市
立
文
化
記
念
公
園

で
開
催
さ
れ
、
八
女
市
選
手
団
22

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
強
い
日
射

し
の
も
と
、
多
数
の
選
手
が
入
賞

を
果
た
し
、
笑
顔
で
大
会
を
終
え

ま
し
た
。

大
会
結
果　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
男
子
65
歳
～
69
歳
50
㍍
背
泳
ぎ

２
位　

北
嶋
藤
孝

▽
男
子
65
歳
～
69
歳
50
㍍
自
由
形

３
位　

北
嶋
藤
孝

▽
女
子
小
４
以
下
50
㍍
自
由
形

４
位　

前
畑
亜
美

▽
男
子
60
歳
～
64
歳
50
㍍
自
由
形

４
位　

古
庄
俊
吉

▽
女
子
高
校
生
50
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

４
位　

島
﨑
衿
菜

メダルをかけた田中さん（左）

八女市選手団の皆さん

（左から）小塩さん、江島消防長、大坪さん

本格的な水餃子を作りました

県
民
体
育
大
会
で

頑
張
り
ま
し
た
！

女
子
野
球
で

福
岡
選
抜
チ
ー
ム
優
勝
！

初
期
消
火
功
労
表
彰

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

16

地
元
の
食
材
を
利
用
し
て



〈
団
体
戦
〉
小
学
生
の
部
の
み

優
勝　
矢
部
道
場
Ａ
（
矢
部
村
）　

２
位　
大
溝
少
年
剣
道
会
（
大
木
町
）

〈
個
人
戦
〉

小
学
３
年
生
以
下
の
部

優
勝　
水
町
海
郁
（
自
習
会
）

２
位　
北
島
成
実
（
大
溝
少
剣
）

小
学
４
年
生
の
部

優
勝　
内
藤
大
翔
（
木
屋
道
場
）

２
位　
藤
丸
聖
峰
（
木
佐
木
少
剣
）

小
学
５
年
生
の
部

優
勝　
鍋
田
輝
哉
（
木
屋
道
場
）

２
位　
池
田
琴
音
（
木
佐
木
少
剣
）

小
学
６
年
生
の
部

優
勝　
熊
本
成
海
（
木
佐
木
少
剣
）

２
位　
小
塩
彩
乃
（
自
習
会
）

中
学
生
の
部

優
勝　
馬
渡
美
月
（
木
屋
道
場
）　

２
位　
鍋
田　

蒼
（
同
）

ＳＰＯＲＴＳ

第
47
回
矢
部
川
源
流
少
年

剣
道
大
会

（
矢
部
道
場
創
立
40
周
年
記
念
大
会
）

　
　
　
　
　
　

期
日　

８
月
25
日
㈯

　
　
　
　
　

   

会
場　

矢
部
体
育
館大会の様子

頑
張
ろ
う

八
女

復興に
向けて

八
女
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人

の
皆
さ
ん
か
ら
、
復
興
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す

黒
木 

瞳
さ
ん

津
川
雅
彦
さ
ん

前
田
亜
季
さ
ん

西
田
尚
美
さ
ん

小
澤
征
悦
さ
ん

合
併
前
の
旧
黒
木
町
笠
原
で
撮
影
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
制
作
の
ド
ラ
マ
「
母か

か

さ
ん
へ
」

の
出
演
俳
優
で
あ
る
前
田
亜
季
さ
ん
、
津
川
雅

彦
さ
ん
、
小
澤
征
悦
さ
ん
、
西
田
尚
美
さ
ん
の

４
人
か
ら
復
興
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
た
色
紙
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
や
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
災
害
２
週
間

後
の
笠
原
地
区
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
入

り
、
泊
ま
り
込
み
で
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
災
害
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
黒
木
町
笠
原
地
区
の
避
難
所
な
ど
を
８
月
14

日
㈫
慰
問
し
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
を
励
ま
し
た

女
優
の
黒
木
瞳
さ
ん
。
そ
の
黒
木
さ
ん
か
ら
も

同
様
に
復
興
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た

色
紙
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
色
紙
は
黒
木
総
合
支
所
一
階
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
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お
知

ら
せ

　
市
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
11
団

体
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
ス

テ
ー
ジ
で
発
揮
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
７
日
㈰
13
時
30
分

開
演
（
13
時
開
場
）

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
入
場
料
＝
３
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
梅
野
さ
ん
（
☎
０

８
０
・
１
５
４
１
・
１
５
２
４
）

⃝
日
時
＝
10
月
14
日
㈰
15
時
開
演

（
開
場
14
時
30
分
）

⃝
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー
ル

⃝
チ
ケ
ッ
ト
＝
大
人
３
５
０
０
円
、

30
歳
以
下
２
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
、

当
日
５
０
０
円
増
し
）
※
お
り
な

す
八
女
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

（
☎
０
９
４
２
・
５
４
・
１
２
０
０
）

　

神
輿
、
神
楽
隊
、
獅
子
舞
な
ど

が
福
島
の
町
中
を
練
り
歩
く
八
女

市
で
も
数
少
な
い
神
幸
行
事
で
す
。

（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

⃝
日
時
＝
▽
10
月
17
日
㈬
15
時
～

土
橋
八
幡
宮
か
ら
稲
富
の
お
旅
所

へ
神
幸
▽
19
日
㈮
15
時
～
稲
富
の

お
旅
所
か
ら
土
橋
八
幡
宮
へ
還
幸

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
知
識
、
家

族
の
接
し
方
、
回
復
へ
の
道
す
じ
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
当
事
者
家
族
と

支
援
者
に
向
け
た
講
習
会
を
行
い

ま
す
。
参
加
費
無
料

⃝
日
時
＝
10
月
17
日
㈬
14
時
～
15

時
30
分
（
受
付
13
時
30
分
～
）

⃝
場
所
＝
柳
川
総
合
庁
舎
大
会
議
室

⃝
内
容
＝
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
」（
肥
前

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
　
櫻
井 

修
さ
ん
）

⃝
申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

ん
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

⃝
演
題
＝
「
ふ
る
さ
と
を
残
し
て
～

25
歳
の
決
断
～
」（
氏
家 

剛
さ
ん
）

⃝
日
時
＝
10
月
21
日
㈰
14
時
～
16

時⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
第
３
研

修
室

⃝
資
料
代
＝
３
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ん
会
代
表

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０・１
０
８
０・

５
９
７
９
）

　

在
住
外
国
出
身
の
人
々
と
市
民

の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料

⃝
日
時
＝
10
月
21
日
㈰
13
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国

際
交
流
協
会
（
☎
２
４・１
２
５
０
）

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増

進
課
精
神
保
健
係
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
１
７
６
　
N
０
９
４
４
・

７
４
・
３
２
９
５
）

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
八
女
主

催
。
格
安
の
均
一
セ
ー
ル
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
10
月
20
日
㈯
13
時
～

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
木
下
さ
ん
（
☎
２

３
・
２
１
５
５
）

　
ふ
る
さ
と
福
島
か
ら
避
難
し
、

前
向
き
に
頑
張
る
青
年
の
熱
い
思

い
を
共
有
し
、「
生
き
る
こ
と
」「
家

族
、
友
だ
ち
」
と
は
何
か
を
皆
さ

⃝
日
時
＝
10
月
24
日
㈬
①
11
時
～
②

13
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

芝
生
広
場
（
久
留
米
市
田
主
丸
町
）

⃝
出
演
＝
山
の
音
楽
家
Ｓ
ｈａ
ｎ
ａ

⃝
参
加
費
＝
無
料

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
10
月
18

日
㈭
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

４
３
・
７
２
・
１
１
９
３
）

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
心
の
成
長
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
読
書
活
動
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
、
託
児
無
料

⃝
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
10
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
３
研
修
室
（
託
児
第
２
研
修
室
）

第
29
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
八
女

八
女
ん
会
主
催
講
演
会

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
対
策
講
習
会

青
年
劇
場「
野
球
部
員
、舞
台

に
立
つ
！
」筑
後・八
女
公
演

秋
の
音
楽
会

空き家を売りたい・貸したい人が
いらっしゃいましたら、下記まで
お問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽
町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝八女市空き家バン
ク情報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電話
ください。

空き家情報を募集しています♪

《立花会場》③10月12日㈮13時30分～ 15時
／げんきな脳をつくる食生活／栄養士 西田
基子さん④10月19日㈮13時30分～ 15時／
指先を使って脳トレーニング／ニュースペー
パーフラワー指導者／かがやき

《上陽会場》③10月23日㈫13時30分～ 15時
／指先を使って脳トレーニング／ニュース
ペーパーフラワー指導者／地域福祉センター

《黒木会場》③④10月24日㈬・26日㈮13時～
14時30分／音楽で心身ともにリフレッシュ／
音楽療法士 中村芳子さん／ふじの里

《星野会場》④⑤⑥10月16日㈫・23日㈫・
30日㈫13時30分～ 15時／運動器の衰えを防
ぐ／レクササイズインストラクター 黒田幸子
さん／そよかぜ

《八女会場》③10月12日㈮10時～ 11時30分
／口の健康講座／歯科衛生士　五條いずみ
さん／保健センター④10月24日㈬10時～ 11
時30分／運動器の衰えを防ぐ／レクササイ
ズインストラクター 黒田幸子さん／おりなす
八女はちひめホール

　げんき脳講座で脳トレしませんか。体操や音楽療
法なども取り入れた介護予防プログラムです。継続
して参加されることで、仲間もでき楽しい講座です。
◦対象＝おおむね 65 歳以上の人。食生活講座
以外の事前申込は必要なく、どの講座でも自由に
参加できます。重複受講も可。当日は動きやす
い服装、飲み物をご持参ください。
※各会場において「高齢者巡回相談」を行います。
保健師が「物忘れ」等に関する相談も受けますの
でお気軽にお越しください。
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係（☎
23・1308）
◦日程・会場・内容

げんき脳講座

本
と
の
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

お気軽に
参加くだ

さい
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ン
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

点
訳
教
室
（
全
６
回
）
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
無
料

⃝
日
時
＝
10
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
・
11
月
７
日
・
14
日
（
毎
週

水
曜
）
19
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
中
会
議
室

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

で
は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間
（
10

月
15
日
㈪
～
21
日
㈰
）
の
行
事
と

し
て
、
く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相

談
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
17
日
㈬
10
時
30
分

～
15
時

⃝
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

⃝
相
談
内
容
＝
▽
戸
籍
、
登
記
、

人
権
▽
年
金
・
保
険
（
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
、健
康
保
険
）▽
警
察（
生

活
安
全
等
）
▽
市
政
（
市
道
、
福

祉
、環
境
衛
生
等
）▽
法
律
（
相
続・

遺
言
、
登
記
、
金
銭
・
契
約
ト
ラ

ブ
ル
）
▽
そ
の
他
、
行
政
一
般

⃝
定
員
＝
10
人
程
度

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
省
九
州
管

区
行
政
評
価
局
行
政
相
談
課
（
☎

０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１
）

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国

際
交
流
協
会
（
☎
２
４・１
２
５
０
）

　

誰
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室
。
室
内
用
運

動
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日

10
月
13
日
㈯
20
時
～

⃝
参
加
費
＝
３
０
０
円（
会
員
無
料
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

八
女
要
約
筆
記
の
会
「
あ
か
り
」

で
は
、
聴
覚
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
や
不
自
由
な
人
に
、
情
報
を
文

字
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
体
験
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
無
料

⃝
期
日
＝
10
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

⃝
時
間
＝
10
時
～
15
時

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
中
会
議
室

⃝
持
参
品
＝
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
昼
食

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」
で

は
、
視
覚
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

に
点
訳
を
行
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
（
☎

２
４
・
１
２
３
０
）

　

11
月
11
日
㈰
13
時
か
ら
社
会
福

祉
会
館
で
行
わ
れ
る
短
歌
会
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
詠
草
＝
１
首
（
未
発
表
に
限
る
）

⃝
出
詠
料
＝
千
円

⃝
応
募
締
切
＝
10
月
20
日
㈯

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
文

化
連
盟
短
歌
部 

堤
さ
ん
（
☎
２
３・

０
４
５
０
）

⃝
期
間
＝
１
月
２
日
㈬
～
７
日
㈪

⃝
訪
問
国
＝
韓
国

⃝
募
集
対
象
＝
市
内
居
住
の
中
高

生
男
女
10
人

⃝
募
集
締
切
＝
10
月
20
日
㈯

⃝
参
加
費
＝
３
万
５
千
円

ん
か
。
参
加
費
無
料
。
八
女
青
年

会
議
所
主
催
。

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
９
時
15
分

～
19
時

⃝
場
所
＝
八
女
総
合
体
育
館

⃝
対
象
＝
小
学
１
年
～
６
年
生

⃝
定
員
＝
親
子
30
組

⃝
募
集
締
切
＝
10
月
12
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
八
女
青
年
会

議
所
（
☎
２
４
・
４
０
２
２
）

　

九
重
中
岳
に
登
り
ま
せ
ん
か
‼

⃝
期
日
＝
11
月
４
日
㈰

⃝
対
象
＝
市
内
の
小
学
３
年
生
以
上

⃝
定
員
＝
先
着
45
人
※
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

⃝
参
加
費
＝
小
・
中
学
生
１
５
０
０

円
、
高
校
生
以
上
３
０
０
０
円

⃝
申
込
受
付
開
始
＝
10
月
２
日
㈫
～

※
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合
体
育

館
窓
口
）
へ
参
加
費
と
印
鑑
を
ご

⃝
演
題
＝
「
図
書
館
の
活
用
方
法

と
は
？
」（
元
浮
羽
市
立
図
書
館
長

中
村 
守
さ
ん
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ
ら

か
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
手
口
さ
ん

（
☎
０
９
０
・８
７
６
６・
６
２
２
３
）

⃝
期
間
＝
10
月
31
日
㈬
～
11
月
４

日
㈰

⃝
時
間
＝
９
時
～
17
時

⃝
会
場
＝
八
女
市
立
図
書
館
２
階

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
実
行
委
員
代
表

池
田
さ
ん
（
☎
２
４
・
３
０
４
９
）

　
５
万
個
の
ド
ミ
ノ
を
使
っ
た
ド
ミ

ノ
倒
し
に
親
子
で
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
感
動
を
一
緒
に
味
わ
い
、

親
子
の
絆
を
再
確
認
し
て
い
ま
せ

由
衛
健
司
遺
作
展

少
年
の
翼
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
２
０
１
３
団
員

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
体
験
講
座

点
訳
教
室

八
女
市
民
体
力
づ
く
り
登
山

八
女
市
文
化
祭
短
歌
会

ド
ミ
ノ
倒
し
参
加
親
子

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談

教
室
・
講
座

八女市未来づくり協議会
では、まちづくり協議会の
人材育成と魅力ある組織づ
くりを目的に、毎年「地域
づくり研修会」を開催し、
まちづくり協議会の活動事
例の発表会と協働によるま

ちづくりをテーマとした講演会を開催してい
ます。今回の講演会は、㈶地域活性化セン
ター地域支援アドバイザーを務め、全国各
地で地域づくりや人材育成の講演や講座を
実施されている㈱地域振興研究所長の須川
一幸さんを講師に招いて、地域づくり講演
会を開催します。地域のために何かしたい
とお考えの人は、ぜひ参加ください。
◦日時＝10月23日㈫13時～（受付開始）
◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦内容＝

【第一部】　13時30分～ 14時30分
「地域づくり実践発表会」
▷矢部地域づくり協議会
▷大淵地区自治運営協議会

【第二部】　14時30分～ 16時30分
「地域づくり講演会」
▷演題「宮崎県五ヶ瀬町にみる～地域づく
り秘話とリーダーの役割」
▷講師　須川一幸さん（㈱地域振興研究所）
◦問い合わせ＝地域支援課（☎23・1224）

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

「地域づくり研修会」
を開催します！

人材育成と
組織強化を目指す

須川一幸さん



　　　

境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
に
法
務
局
職
員
と
土
地
家
屋
調

査
士
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
、

予
約
不
要

⃝
日
時
＝
11
月
11
日
㈰
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
階
３

０
６
・
３
０
７
会
議
室

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
不

動
産
登
記
部
門
（
☎
０
９
２
・
７

２
１
・
４
５
７
０
）

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害

者
の
早
期
救
済
を
目
的
に
面
接
、
電

話
に
よ
る
集
中
相
談
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
10
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
推

進
協
議
会
（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

⃝
相
談
電
話
番
号
＝
０
９
４
２
・

３
０
・
９
０
５
５

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

６
５
１
・
８
９
３
８
）

　

久
留
米
年
金
事
務
所
の
職
員
が

八
女
商
工
会
議
所
で
個
別
に
年
金

前
ま
た
は
午
後

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
検
定
料
・
テ

キ
ス
ト
代
１
４
３
０
０
円
程
度
自

己
負
担
）

⃝
締
切
＝
10
月
24
日
㈬
必
着

⃝
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
４
階
「
Ｏ
Ａ
ル
ー
ム
」

⃝
申
し
込
み
＝
福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

※
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
に
準

備
し
て
い
ま
す
。（
☎
２
３
・
１
３

５
１
）

　

 

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の

会
（
事
前
登
録
必
要
）
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

《
11
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
10
月
20
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
を
ご
希

望
す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に
同
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
相
談
日
・
時
間
＝
10
月
17
日
㈬
、

11
月
21
日
㈬
10
時
～
12
時
、
13
時

～
15
時

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
６
１

９
２
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の

人
で
、
就
職
あ
る
い
は
転
職
を
希

望
し
て
お
り
、
修
了
後
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
10
人
、
託
児
有
り
（
事
前
予

約
制
、
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）

⃝
講
習
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
知
識

と
技
能
を
学
び
、
検
定
合
格
・
就

労
に
結
び
つ
け
る

⃝
期
日
＝
11
月
13
日
～
12
月
14
日

の
18
日
間
（
火
・
水
・
木
・
金
）

午
前
（
９
時
か
ら
12
時
）
１
日
３

時
間
（
全
54
時
間
）

⃝
検
定
予
定
日
＝
12
月
15
日
㈯
午

　

県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー

は
、
60
歳
以
上
の
人
の
就
業
支
援
お

よ
び
雇
用
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

働
く
意
欲
が
あ
る
人
は
、
相
談
・
登

録
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
高

齢
者
の
経
験
等
の
能
力
を
活
用
し
て

み
た
い
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
福
岡

県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー

久
留
米
分
室
（
☎
０
９
４
２
・
３

５
・
０
５
２
０
）
Shttp://w

w
w.

hatsu-ratsu.com

　

事
業
場
の
最
も
低
い
時
間
給
を

計
画
的
に
８
０
０
円
以
上
に
引
き

上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃

金
引
き
上
げ
の
た
め
の
業
務
改
善

経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
０

万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
課
ま
で
お
尋
ね
い
た

だ
く
か
、福
岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
課
（
☎
０
９
２
・

４
１
１
・
４
５
７
８
）

Shttp://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw.go.jp/

⃝
山
の
井
用
水
路
＝
10
月
15
日
㈪

～
31
日
㈬
⃝
中
の
井
用
水
路
＝
10

月
21
日
㈰
～
11
月
４
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課
農

業
土
木
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

暴
力
被
害
集
中
相
談

年
金
相
談

小
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

パ
ソ
コ
ン
「
Ｍ
Ｓ
Ｏ
検
定
」

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
事
業

秋
季
停
水
の
お
知
ら
せ

業
務
改
善
助
成
金
の
案
内

県
下
一
斉

境
界
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
所

臓器移植
は、臓器の
機能が低下し
たり、全く動か

なかったりする病気
の唯一の根治治療法

です。移植を待ち望んでい
るたくさんの患者さんのために、この

機会に臓器移植について、命について考え
てみませんか？「万が一」の時は考えたくな
いことかもしれません。でも、その時はすでに、
ご自分では意思を伝えられなくなっています。
臓器提供のご意思がある人もない人も、運
転免許証や健康保険証のウラ面の「臓器提
供意思表示欄」に記入しておきましょう
◦問い合わせ＝▽㈳日本臓器移植ネットワー
クフリーダイヤル（☎ 0120・78・1069）
▽（公財）福岡県メディカルセンター（☎
092・472・5577）

就
業
支
援

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
10
月
25
日
㈭
10
時
～
11
時
30

分
、
12
時
30
分
～
15
時
30
分
▼
場
所
＝

三
河
小
学
校
▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
献

血
推
進
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

10月は臓器移植
普及推進月間

いのちへの
やさしさと思いやり

20　2012.10.1　広報やめ
【おわびと訂正】広報やめ 9 月15 日号 13 ページ　おりなす八女イベ
ント情報内の「みんなで歌を楽しむ会」の会場が「ハーモニー」となっ
ていましたが、「はちひめ」の誤りでした。おわびして訂正します。
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無料法律相談
◦10月18日㈭（10/5予約開始）、11月1日㈭
　（10/25予約開始）13:00 ～ 16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎23・2603
◦10月12日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎23・0294
◦10月19日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里　※予約☎42・2131
◦10月26日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎54・3003
◦10月19日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／
　八女商工会議所　※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦10月11日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦10月22日㈪ 9:30 ～ 11:30 ／
　働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦10月16日㈫ 10:00 ～11:00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦10月2日㈫ 13:00 ～16:00/矢部公民館
◦10月3日㈬ 13:00 ～ 16:00/星野支所
◦10月5日㈮ 13:00 ～16:00/地域福祉セン
ター（上陽）・社会福祉会館
◦10月10日㈬ 13:00 ～ 16:00/立花市民
センター
◦10月12日㈮ 13:00 ～ 16:00/ふじの里
行政相談（総務課☎23・1111）
◦10月3日㈬ 13:30 ～ 16:00 ／社会福
祉会館
◦10月3日㈬ 9:30 ～ 12:00 ／ふじの里
◦10月9日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／
　立花市民センター
◦10月2日㈫ 13:00 ～16:00 ／矢部公民館
◦10月10日㈬ 9:00 ～ 12:00 ／星野支所
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦10月12日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／ふじの里
◦10月19日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦10月3日㈬・17日㈬・31日㈬ 13:30 ～
16:00 ／社会福祉会館
◦10月10日㈬・24日㈬ 13:30 ～ 16:00

　／地域福祉センター（上陽）
◦10月3日㈬・17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦10月10日㈬・24日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦10月5日㈮ 13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦10月9日㈫ 10:00～15:00/商工会議所
社会保険個別相談
◦10月17日㈬ 10:00～15:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦10月24日㈬ 13:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日 13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦10月16日㈫ 13:00 ～ 14:30 ／
　八女市役所102会議室
◦10月11日㈭ 9:00 ～ 10:00 ／
　地域福祉センター（上陽）
◦10月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月16日㈫ 10:00 ～ 12:00 ／
　かがやき（立花）
◦10月11日㈭ 11:00～12:00 ／矢部公民館
◦10月25日㈭ 10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
◦毎週火曜 10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
支所　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦毎週月曜日 14:30 ～ 16:00 ／南筑後
保健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦月～金曜８:30～16:30 ／八女市役 所
消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／ 黒 木 総 合
支所１階第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦10月16日㈫13:00～16:00 ／八女市役
消費生活相談室　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所　※予約☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協会そ
んぽADRセンター　ナビダイヤル※全国共通

（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法
書士協議会（☎092・724・9505）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・477・8160）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）☎23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎42・1119

【高齢者相談センター】
八女市社会福祉協議会（☎23・0294）
／上陽支所（☎54・3629）／黒木支所（☎
42・2131）／立花支所（☎37・0036）
／矢部支所（☎47・3123）／星野支所（☎
52・3165）

火災出火件数   2件 （  30件）
救急出動件数 276件  （2,055件）
救急搬送人数 270人 （1,988人）

人身事故発生件数 55件 （305件）
傷　　者 64人 （396人）
死　　者 1人 （4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 69,035 (-18)
男 32,492  (+ 6)
女 36,543  (-24)

世帯数 24,173  (+58)
　※（　）内は前月比

出生 34 人 転出 160人
転入 178 人 死亡 70人

相談はお気軽にどうぞ

◦市県民税（第 3 期）◦国民健康保険税（第
4 期）◦介護保険料（第 4 期）◦後期高
齢者医療保険料（第 4 期）◦住宅家賃
◦保育料◦水道料◦下水道料◦下水道受
益者負担金◦農業集落排水施設使用料

▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月1日現在）

▼ 8 月の異動
納期限・口座振替日は10月31日㈬

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなくさ
れた人は担当課へご連絡ください。

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

10
月
に

納
め
る
も
の



内山 真
ま さ と

聡ちゃん

Ｈ23年10月24日生（室岡）

お誕生日おめでとう。
これからもみんなに笑
顔を振りまいてね♡

蒼真君 1歳お誕生日お
めでとう。笑顔いっぱ
いで大きくなってね。

お誕生日おめでとう♪
元気いっぱいに育って
ね。

いつも元気な湊くん。
いっぱい遊んですくす
く育ってね。

熊川 佳
け い た

汰ちゃん大石 泰
た い と

渡ちゃん

山口 晴
はる

ちゃん

Ｈ23年10月7日生（吉田）Ｈ23年10月5日生（忠見）

Ｈ23年10月18日生（大淵）
江頭 湊

みなと

ちゃん

Ｈ23年10月14日生（岩崎）

大橋 優
ゆ う か

花ちゃん 大石 蒼
そ う ま

真ちゃん

Ｈ23年10月24日生（酒井田） Ｈ23年10月25日生（蒲原）

お誕生日おめでとう！お
兄ちゃん達といっぱい
遊んで元気に育ってね！

のびのびとおおらかに
育ってね♡

お誕生日おめでとう！こ
れからも元気な笑顔を
たくさん見せてね♡

すっかりやんちゃに
なった起一くん。1歳の
お誕生日おめでとう。

祝１歳☆おめでとう！心
も体も健康に伸びやか
に大きくなぁれ♡♡

☆1歳☆おめでとう‼い
つも笑顔で元気いっぱい
の凜桜がだいすき♡♡

お誕生日おめでとう♪
すくすく元気に育って
ね♡

お兄ちゃんが大好きな
みーちゃん。元気に大
きくなってね♡

三姫の笑顔が、みんな
を笑顔にしてくれます。
お誕生日おめでとう。

祝♡1歳　お調子者の
はる坊！これからもみん
なをいっぱい癒してね！

元気一杯！いたずら一
杯！ニコニコ笑顔で大き
くなあれ。

亜美がいるだけでみん
なが笑顔になるよ。いつ
も幸せをありがとう♡

優成、お誕生日おめで
とう♪いつもいやしの
笑顔をありがとう‼

にこにこ元気なまなと
♡すくすく大きく育っ
てね。 パパ・ママより

のっこです！いつも笑顔で
頑張ってます♡みなさま
よろしくお願いします♬

立っちが上手なあんり
ちゃん♡元気に大きく
なぁれ♪

末廣 三
み つ き

姫ちゃん

中嶋 陽
はる

ちゃん 中村 光
ひ か り

里ちゃん

樋口 亜
あ み

美ちゃん栗原 優
ゆうせい

成ちゃん井上 真
ま な と

心ちゃん 岩永 乃
の こ

子ちゃん

栗山 明
あ ん り

杏莉ちゃん

髙山 起
き い ち

一ちゃん 古家 康
こ う し ろ う

心郎ちゃん山口 凜
り お

桜ちゃん原 唯
ゆ い と

仁ちゃん

宮内 美
み さ と

聡ちゃん

Ｈ23年10月11日生（兼松）

Ｈ23年10月25日生（祈祷院） Ｈ23年10月25日生（上辺春）

Ｈ23年10月8日生（室岡）Ｈ23年10月5日生（矢部村）Ｈ23年10月5日生（吉田） Ｈ23年10月9日生（岩崎）

Ｈ23年10月29日生（室岡）

Ｈ23年10月19日生（津江） Ｈ23年10月19日生（蒲原）Ｈ23年10月13日生（蒲原）Ｈ23年10月12日生（今）

Ｈ23年10月30日生（高塚）
1 歳オメデトウ‼いつ
も家族を笑顔にしてく
れてありがとう♡

牧口 果
か ほ

穂ちゃん

Ｈ23年10月31日生（星野村）

●馬場水車場　住所／八女市上陽町上
横山1241-2　●問い合わせ　馬場水車
場（☎54・3586）

上
陽
町
上
横
山
に
大
正
時
代
か

ら
回
り
続
け
る
“
線
香
水
車
”
が
あ

り
ま
す
。
水
の
流
れ
を
利
用
し
て
水

車
を
回
し
、
そ
の
動
力
を
利
用
し
て

線
香
の
材
料
と
な
る
杉
や
タ
ブ
の
葉

を
粉
砕
し
て
い
き
ま
す
。

昭
和

50
年
ご
ろ
ま
で
は
八
女
郡

部
で

70
～

80
軒
の
水
車
小
屋
が
あ

り
、
上
陽
地
区
で
も
40
軒
ほ
ど
が
稼

働
し
、
線
香
の
粉
づ
く
り
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
か
ら

の
輸
入
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
影

響
で
、
現
在
残
って
い
る
の
は
２
軒
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の一つ

“
馬
場
線
香
水
車
”
で
は
馬
場
さ

ん
ご
夫
婦
が
現
在
も
天
然
の
素
材
に

こ
だ
わ
っ
た
優
し
い
お
線
香
を
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

線
香
作
り
は
、
ま
ず
杉
山
に
入

り
杉
の
葉
を
集
め
る
作
業
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
集
め
た
大
量
の
葉
は
加
工

所へ
運
ば
れ
、
葉
に
近
い
部
分
は
丸一

日
か
け
て
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
他
の
枝

な
ど
の
部
分
は
燃
料
に
使
わ
れ
る
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
裁
断
さ
れ
た
杉

の
葉
を
一日
か
け
て
水
車
の
力
で
製

粉
し
、
杉
粉
と
つ
な
ぎ
と
な
る
タ
ブ

の
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
機
械

で
成
形
し
、
再
び
乾
燥
さ
せ
て
線
香

が
完
成
し
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
線

香
は
無
香
料
・
無
着
色
で
天
然
の
杉

の
優
し
い
香
り
が
漂
い
ま
す
。
こ
の一

連
の
流
れ
を
繰
り
返
し
続
け
て
い
く

こ
と
は
並
大
抵
な
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
大
変
な
苦
労
も
乗
り
越

え
ら
れ
、
先
人
の
知
恵
を
今
日
ま
で

受
け
継
い
で
つ
く
ら
れ
た
線
香
に
は

自
然
へ
の
愛
情
や
誇
り
が
た
く
さ
ん

詰
ま
って
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
お
線
香

を
手
に
と
っ
て
、
自
然
の
香
り
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※本ページ右下のサービス券を、ほたる
と石橋の館の粉茶ソフトクリームの購入
時に持参されると、50円引きします。
※先着30人限定
（有効期限：平成24年10月31日まで）

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇23

馬
場
線
香
水
車 

優
し
い
香
り
に
包
ま
れ
て

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

観
光
振
興
課 

い
で

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字
以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

無香
料・
無着色の

自然
そのま

まの香り
♥

▼
新
百
歳
の
お
話
か
ら

長
寿
の
秘
訣
は
、
三
食
必
ず

食
べ
て
好
き
嫌
い
が
な
い
こ
と
。

そ
れ
以
上
に
明
る
く
素
敵
な
家

族
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
秘
訣
だ
と
訪
問
す
る
度

に
思
い
ま
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
金
メ
ダ
ル
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。テ
レ
ビ
の
生

中
継
が
な
く
て
残
念
で
し
た
が
、

八
女
を
大
い
に
元
気
づ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
紹

介
し
た
ダ
ニエ
ル
・
イ
ノ
ウ
エ
米

上
院
議
員
も
で
す
が
、
世
界
で

活
躍
す
る
〝
八
女
人
〟
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
敬
意
を
称
し
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています

♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♪♬ 粉
茶
ソフ
ト
クリ
ーム

50
円引
き

（
ほ
たる
と
石
橋
の
館
）

H2
4.1
0.3
1

有
効
期
限茶のくに サ

ービス券
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